
つらつら椿 人足(ひとたり)のひとりごと

第二十巻 : わが門の片山椿まこと汝

原文: 　和我可度乃 可多夜麻都婆伎 麻己等奈礼 和我弖布礼奈々 都知尓
　　　　　 於知母加毛
作者: 　物部廣足(もののべのひろたり)
よみ: 　わが門(かど)の片山椿まこと汝(なれ)、わが手触れなな 土に落ちもかも
意味: 　私の家の門に咲く椿よ、おまえは本当に私が触れないのに 土に落ちてしまうのか。

わがかど かたやま つばき まこと ふれなな

和我可度 可多夜麻 都婆伎 麻己等 布礼奈々
2016年 曙(あけぼの)

実生(自家栽培)
年不詳 自家栽培種
自然実生(親不明)

2016年 絞乙女(しぼり
おとめ)実生(二条城)

2016年 妙蓮寺(みょう
れんじ)実生(二条城)

2016年 白梅芯(しろば
いしん)実生(二条城) ↓

↓

第二十巻 : あしひきの八峯の椿つらつらに ↓

原文: 　安之比奇能 夜都乎乃都婆吉 都良々々尓 美等母安可米也 宇恵弖家流伎美
作者: 　大伴家持(おとものやかもち)

よみ: 　あしひきの八峯(やつを)の椿つらつらに見とも 飽かめや植ゑてける君
意味: 　つくづく見ても見飽きることがあるでしょうか、この椿を植えたあなたを。

↑

選定中

あしひきの みとも あかめ つばき おちも

安之比奇能 美等母椿 安可米椿 都婆吉 於知母
2013年小豆島旅行時
に収集した種子の実生

自宅自然実生
(親不明)を生垣仕立

(備前糊こぼし)の
自然実生 選定中

2016年 雪見車(ゆきみ
ぐるま)実生(二条城)

特別記念植樹

あさひのきじゅつばき

朝日の紀寿椿
住民の長寿を願って紀寿(きじゅ)椿=百歳椿と命名

時として赤花が咲きます

万葉集の原文・作者・よみ・意味は「たのしい万葉集: 万葉集の草花(植物)」より引用しました

上記2種は移植していません。　

東大寺二月堂の修二会
しゅにえ参考

↑別火坊でツバキの花付け
↓「お水取り」　造花の椿花　
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